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＜連絡事項＞
・今週末のDrの勤務がいつもと違いますのでお知らせします。（勤務表のおさらいです）
　　2/3（土）当直（17：00～翌9：00）窪田Dr　
　　　　　　※17時に窪田Drが来ますので、2/3（土）の日直は馬渡Dr　
　　　　　　→窪田Drは2/4（日）お休み
　　2/4（日）日直（9：00～17：00）・当直（17：00～翌9：00）垂水Dr
　　　　　　垂水Drは2/5（月）9時までの勤務ですが、実際は2/5（月）朝8：30にタク
　　　　　　シーで八戸駅に行きます。

・2/1～の受け入れ可能病床数のお知らせです。
　東病棟：51床　西病棟：51床　北病棟：35床　南病棟：56床　　合計193床となっています。各自周知してください。

＜患者様連絡事項＞
・明日、西病棟から療養環境変更目的にて山下　拓也様が転入予定となっています。部屋
は307号室です。


・木村　美智子様～ベタニス（25）2Ｔ　1×朝　2/2～15日分とＩＦオーダーの不安時に名服用するリスペリドン内用液（1）1Ｐ　10回分が処方となっています。

・千葉　光広様～佐々木泌尿器科で左の副睾丸の腫れで処方して頂いていた抗生剤(レボフロキサシン)は飲み切り止めとなります。

・吉田　光良様～本日、14：00～介護認定調査実施しています。


＜要注目患者様情報＞
・内田　都影様～昨日の午後より、他病棟の患者様が病棟見学来られていますが、付き添いスタッフへ一方的に話し続け、切り上げできず介入しています。一時的に不機嫌となり、スタッフを批判するが次第に落ち着いています。本日は、起床後より様々な妄想を一方的に話し掛け、同室者に聞こえる様に暴言を吐いており、名指しで言うのはやめる様に指導しています。以後は、妄想発言は聞かれず落ち着いています。不機嫌さは無く訴え時の口調も穏やかです。他者トラブルとならない様観察していきましょう。

・飯田　修子様～眠気の強さはありますが、プログラム・ＯＴへは参加でき身辺整理ではある程度まとめています。スタッフの説明は聞き入れ出来ています。日課も声掛け要していますが、大幅に遅れる事はなく行動する事は出来ています。他者トラブルはなく表情や口調穏やかです。声高さも見られません。引き続き、日課の取り組み状況の観察を行い、離床等、必要時声掛けをしていきましょう。

・上村　みわ様～朝食後薬のディオバン錠拒否は続いています。血圧は、今朝は血圧測定
を頑なに拒否され、11：30再三の声掛けにて血圧測定し、180/94ｍｍHg、
12：40ベッドで座位姿勢での測定。再検194/98㎜Hg。測定に応じるま
で、「罰金ですよ、測らなくていいです、あなたが血圧高くしてるんでし
ょう・・・」など拒否は強いです。身体不調は否定しています。
日課やプログラム・ＯＴへは支障なく参加され、妄想発言は聞かれません。引き続き、精神状態や行動の変化に注意して観察していきましょう。

・上野　千奈津様～プログラム・ＯＴへは参加せず、自室にて休まれています。外泊より帰院した直後は、不愛想で素っ気なさ見られていましたが、徐々に表情は和らいできており、言葉も上手くまとめられる様になってきています。引き続き、密にラウンドし、適度に声掛けしながら所在確認をしていきましょう。

＜安ヶ平Ｄｒ診察状況＞
・上村　みわ様～時間を掛けて強めに説得しています。血圧降下剤の注射を勧めていますが、在庫が無い為内服薬を服用するよう説得されています。「腎臓の薬飲みます。」と話しています。精神状態や行動の変化に注意し、服薬状況も観察していきましょう。

・三上　勇様～鼻風邪を訴えていますが、手洗い・含嗽・手指消毒をして様子を見るよう説明されています。「明日、役所に行く予定だ」と話していますが、行く予定はない事を伝えると「あぁ。」と素直に受け入れています。

・中川原　義雄様～昨日より、手の震えがある為1/31からオランザピンOD（10）→（5）へ減薬となっています。減薬してから1日しか経過していない為様子を見るよう説明受けています。

＜馬渡Ｄｒ診察状況＞
・原　吉郎様～「調子は良くなってきた、背中の苦しさがなくなってきた」と話しています。日中の眠気も軽くなってきているとの事。幻聴体験も軽減されているといい、1日1～2回程度との事です。明日の臨時処方より、ハロペリドール（4.5）ＯＦＦ、ロナセン（16）⇢（24）増薬となっています。

・曽我　正子様～不穏、易怒なく経過し、食事や睡眠も良好です。退院については妹が本人との関わりを拒絶しており、うまく進んでいない状況です。一度家族面談を行うことも視野にいれていきます。本人に退院について説明し、本人も施設入所へは前向きです。

・山口　富造様～結局、入院前の下宿への退院は現実的ではなくなっています。本人の状態としては大きな変化なく経過しています。退院に結び付けるにはどうすればいいか検討していく必要があります。
　　　　　　　　頭部CTの結果は入院時と著変なく、眩暈の原因は不明です。

・蝦夷森　重男様～不調の訴えなく経過しています。食事や睡眠も良好です。引き続き退院支援を強力に進めていきます。


・日向端　庸男様～本日、兄（キーパーソン）が来院、青山荘入所に向けての面談を行っています。本人の状態としては目立った不調の訴えなく、過ごせています。健忘については本人も自覚があるといい、私物の場所がわからなくなったりしていると話しています。時間をかければ思い出すことはできています。 

・戸賀沢　潔様～他患者から電話代を借りて電話するなど病棟内の決まりを守れずにいます。電話の件について主治医から説明するも理解乏しいです。


＜皮膚科診察＞
・木村　美智子様～ケルガー液　1本処方となっています。

・金沢　洋子様～ウリモックスクリーム1本処方となっています。

・三上　勇様～デルモゾールDP軟膏1本、ケルガー液1本、タベジール2T 2×朝・夕
7日分処方となっています。

・佐々木　淳様～掻痒感消失した為、タベジールは止めとなっています。

・千葉　光広様～デルモゾールDPローション1本処方となっています。

・原　吉郎様～テルビナフィンクリーム1本、ゲンタマイシン軟膏1本処方となっています。

・大久保　光男様～頭部の痒みあり、デルモゾールDP軟膏塗布の指示があり、デルモゾールDP軟膏1本処方となっています。

・山口　富造様～デルモゾールDP軟膏1本、タベジール2T 2×朝・夕7日分、処方となっています。

・戸賀沢　潔様～ヘパリン類似物質油性クリーム1本、アズノール軟膏1本処方となっています。

・松谷　和也様～タベジール2T 2×朝・夕7日分、処方となっています。

・嶋守　京子様～両下肢の慢性湿疹の処置は、本日で終了となっています。

・飯田　修子様～左肘の皮下腫瘤の処置は、本日で終了となっています。軟膏がまだあるとの事なので、軟膏なくなったら終了です。

・松永　勘五郎様～スタッフ預かりとしていた軟膏は自己管理とします。

[bookmark: _GoBack]・曽我　正子様～両下肢の膿皮症は治癒し、処置終了です。他は継続です。
